
　北海道が検討しているアイヌ政策推進方策
について11月4日の環境生活委員会で質問。
和人による侵略と同化政策という正確な歴史
を反映させ、遺骨や教育の格差などの記述を
追加するよう求めました。環境生活部は、指
摘も含めて検討すると答えました。
　インターネット上ではアイヌ民族を差別す
るヘイトスピーチが続いています。調査を行
い、毅然とした対応を求めました。
　道は、「アイヌの人たちを差別することを
目的にしたヘイトスピーチはアイヌ政策推進
法に反する」と国の見解を示し、「差別や偏見
のない共生社会を実現するためにアイヌの文
化や歴史の理解促進に努め、個別の事案につ
いては適切な対応が行われる
よう法務省や厚生労働省など
関係機関と連携していく」と
答えました。

年末年始に向け、知事に第７次の緊急要請。
感染防止対策の強化等を求めました（12 ／ 23）

　「コロナハラスメントには毅然と対応してほし
い」という声が寄せられました。真下議員は医療現
場の声を紹介しながら、12 月 10 日の環境生活委
員会で、ＰＣＲの被検者や関係者が急増する中、効
果的なコロナハラスメント対策をとるよう求めま
した。
　築地原康志環境生活部長は「感染
者や家族に対する差別や偏見、心ない
行為は決して許されない。互いに思い
やる気持ちがはぐくまれるよう啓発
に努める」と答え、道庁の広報に盛り
込まれています。

　

道
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
医

療
提
供
体
制
の
ひ
っ
迫
が
続
い
て
い

ま
す
。
年
末
年
始
の
感
染
抑
止
対
策

を
強
化
し
、
医
療
現
場
の
負
荷
を
軽

減
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
道
議
団
は
、
鈴
木
直
道

知
事
に
緊
急
要
請
を
し
ま
し
た
。

　

限
界
に
あ
る
医
療
機
関
・
関
係
者

へ
の
支
援
、
医
療
従
事
者
の
給
与
等

が
減
少
し
な
い
よ
う
医
療
機
関
に
減

収
補
填
を
実
施
す
る
こ
と
、
自
粛
・

時
短
要
請
に
伴
う
補
償
と
営
業
継
続

へ
の
支
援
、
北
海
道
療
育
園
な
ど
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
施
設
等
へ
の
看
護

師
・
介
護
士
派
遣
、
年
末
年
始
の
行

政
相
談
の
実
施
な
ど
、
10
項
目
の
対

策
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　

真
下
紀
子
団
長
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
時
の
検
査
の
ス
ピ
ー
ド
と
軽
症

者
の
隔
離
保
護
が
感
染
を
拡
げ
な
い

た
め
に
重
要
と
訴
え
、
迅
速
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
実
施
の
た
め
の
体
制
拡
充
、

宿
泊
療
養
施
設
の
設
置
に
遅
れ
が
生

じ
な
い
よ
う
準
備
す
る
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
医
療
提
供
体
制
の
負
荷

を
軽
減
す
る
こ
と
が
重
要
、
市
町
村

　
　
　

と
共
同
で
と
り
く
む
と
応
じ
、

　
　
　

道
内
全
域
で
の
往
来
自
粛
、

　
　
　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
停
止
に
伴
う
観
光
、

　
　
　

交
通
、
飲
食
店
な
ど
へ
の
影

　
　
　

響
に
対
し
、
道
独
自
の
支
援

　
　
　

策
を
と
る
と
表
明
。
国
に
財

　
　
　

源
確
保
と
雇
用
調
整
助
成
金

　
　
　

特
例
措
置
、
持
続
化
給
付
金
、

　
　
　

家
賃
支
援
給
付
金
の
延
長
を

　
　
　

強
く
求
め
て
い
く
と
答
え
ま

　
　
　

し
た
。

　
「
道
営
住
宅
の
駐
車
場
使
用
料
が
、

道
営
住
宅
と
駐
車
場
の
土
地
購
入

費
用
の
償
還
費
に
ま
で
あ
て
ら
れ

て
い
る
」、
真
下
議
員
の
質
問
で

初
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
建
設
部
は

根
拠
は
国
土
交
通
省
通
知
だ
と
答

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
通
知
に
は

「
駐
車
場
の
償
却
費
・
修
繕
費
等

に
充
当
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
宅
地
分
に
ま
で
充
当
す
る

と
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

真
下
議
員
は
、「
土
地
は
使
用

さ
れ
て
時
間
を
経
過
し
て
も
、
価

値
を
減
ら
す
も
の
で
は
な
い
た
め
、

減
価
償
却
の
対
象
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
の
が
鉄
則
。
さ
ら
に
住
宅

部
分
の
土
地
代
ま
で
使
途
と
さ
れ

て
い
る
の
は
奇
異
な
こ
と
、
駐
車

場
使
用
料
の
使
途
と
し
て
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
」
と
、
矛
盾
を
指
摘

し
ま
し
た
。

　

真
下
議
員
は
、「
起
債
を
償
還
し

終
わ
っ
て
も
、
土
地
所
有
者
は
道

の
ま
ま
で
、
利
用
者
に
は
な
ら
な

い
。
自
分
が
住
ん
で
も
い
な
い
、

見
た
こ
と
も
な
い
土
地
を
、
道
が

新
た
に
道
営
住
宅
と
駐
車
場
用
地

と
し
て
購
入
し
た
か
ら
と
い
う
理

由
で
、そ
の
起
債
の
償
還
に
ま
で
、

自
分
が
収
め
る
駐
車
場
使
用
料
が

延
々
と
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
理
解

が
得
ら
れ
る
の
か
」
と
の
べ
、
見

直
し
を
求
め
ま
し
た
。

　

豪
雪
地
域
の
旭
川
市
内
の
道
営

住
宅
の
住
民
か
ら
、「
無
料
だ
っ
た

駐
車
場
料
金
を
払
う
よ
う
に
な
っ

た
が
、
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
」

「
徴
収
す
る
な
ら
堆
雪
場
確
保
や

除
排
雪
を
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

真
下
議
員
は
、
通
知
に
は
「
公

共
の
利
便
の
た
め
に
使
用
す
る
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。
除

排
雪
な
ど
に
使
う
べ
き
と
訴
え
、

検
討
を
求
め
ま
し
た
。

コロナ
ハラスメント

道
住 

宅
地
・
駐
車
場
土
地
の

　
　
　
　
　
　

  

償
還
分
に
も
充
当

使い道に
疑義あり
使い道に
疑義あり

感
染
防
止
対
策
で
緊
急
要
請

感
染
防
止
対
策
で
緊
急
要
請

医
療
機
関
へ
の
支
援
、自
粛
要
請
と
補
償
を
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土
地
代
ま
で
使
途
？

除
排
雪
な
ど
に
こ
そ

道
住 

宅
地
・
駐
車
場
土
地
の

　
　
　
　
　
　

  

償
還
分
に
も
充
当

道
営
住
宅 

駐
車
場
使
用
料

アイヌ政策
ヘイトスピーチに毅然と対応を

対策強化を！



交付金

給付金

　　　固定資産税

　　　核燃料税

　　　小　計

　　 合　　計

税　

収

667億円

32億円

843億円

201億円

1,044億円

1,743億円

36年間の原発マネー

　
「
原
発
立
地
４
町
村
に
36
年
間
で
１
７
４
３

億
円
」、
真
下
議
員
の
質
問
に
答
え
た
泊
原
発

マ
ネ
ー
の
総
額
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
衝
撃
が

走
り
ま
し
た
。

　

莫
大
な
原
発
マ
ネ
ー
の
内
訳
は
、
原
発
立
地

交
付
金
と
給
付
金
、
固
定
資
産
税
、
核
燃
料
税
、

ど
れ
も
元
を
た
ど
れ
ば
、
す
べ
て
税
金
と
電
気

料
金
で
す
。

　

11
月
12
日
の
決
算
特
別
委
員
会
で
、
真
下
議

員
は
「
地
域
に
と
っ
て
本
当
に
有
効
に
使
わ
れ

た
と
い
え
る
の
か
」
と
鈴
木
知
事
に
質
問
。

　

真
下
議
員
は
、
原
発
マ
ネ
ー
依
存
に
よ
る
弊

害
を
指
摘
。
財
政
難
に
苦
し
む
地
域
を
、
巨
額

の
交
付
金
で
核
の
ご

み
最
終
処
分
場
選
定

の
応
募
に
い
ざ
な
う

政
権
の
手
法
を
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
停
止
中

の
泊
原
発
の
維
持
費

用
は
５
６
４
１
億
円

だ
と
確
認
し
、
全
国

一
高
い
電
気
料
金
の

背
景
だ
と
指
摘
。
廃

炉
の
決
断
を
求
め
ま

し
た
。

　道産大豆に残留農薬が検出され、新日本婦人の会などがホクレンと道に使用制
限を要望したことを契機に、ホクレンは発がん性のある除草剤グリホサートの収
穫前使用制限を決定。一方、国が残留農薬の規制緩和を進めたため、ホームセン
ター等で一般家庭向け販売が増加しています。
　真下議員は、使用制限を求めて決算委員会で
質問。道は、化学農薬に頼りすぎない輪作や耕
種的防除、防虫ネット使用など物理的防除、天
敵を利用した生物的防除を組み合わせた「総合
的防除の推進を基本にする」と答えました。

　道教委の 2019 年 11 月調査で、教師の部活動の平均従事時間が、平日中学校 33 分、高校
37 分、短縮しているものの約半分が勤務時間外だと答弁しました。土日・祝日は、中学校、高
校とも１時間を超え、08 年に比べて改善されていないことを明らかにしました。また、宿泊
を伴う対外引率指導業務と、校内の部活動の場合は週休日と休日等の３時間を超える業務に
限って日額手当が支給されますが、平日は対象外です。
　真下議員は、07 年の中教審が明記した「部活動は正規の勤務時間内で実施すべきもの」と
して改善を求めました。「平日と土日祝で手当支給に矛盾があってはならない」と主張し、
　　　　　　　　　　19 年度 142 校 228 人にとどまっている部活動指導員の増員と、平日
　　　　　　　　　　指導への手当支給、週休日等には１時間単位での支給を求めました。
　　　　　　　　　　　道教委は、国に財源措置の拡充を求めると答えました。

　

高
齢
者
施
設
な
ど
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す

る
中
、症
状
が
あ
る
人
の
迅
速
な
検
査
と
隔
離
・

保
護
と
と
も
に
、
無
症
状
で
も
感
染
を
拡
げ
て

し
ま
う
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
策
に
は
、
病
院
や
高

齢
者
施
設
で
の
定
期
的
な
検
査
が
必
要
で
す
。

　

真
下
議
員
は
繰
り
返
し
、
検
査
体
制
を
充
実

さ
せ
、
検
査
の
強
化
で
感
染
拡
大
を
抑
制
す
る

よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
、
重
症
者
、
死
亡
者
の
発
生
を
く

い
止
め
る
た
め
積
極
的
な
検
査
を
実
施
す
る
と

通
知
し
ま
し
た
。
入
所
者
、
介
護
従
事
者
等
で

症
状
の
あ
る
者
は
必
ず
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
、

陽
性
が
判
明
し
た
場
合
、
入
所
者
・
従
事
者
全

員
に
原
則
検
査
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
同
時

に
、
行
政
検
査
が
行
わ
れ
な
く
て
も
、
施
設
の

必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
て
自
費
検
査
を
行
っ

た
場
合
、
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
で
補
助
す
る

と
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

真
下
議
員
は
、
11
月
24
日
の
少
子
高
齢
社
会

対
策
特
別
委
員
会
で
、
こ
れ
ら
が
現
場
に
知
ら

れ
て
い
な
い
た
め
、
周
知
を
求
め
ま
し
た
。

　

道
は
、
11
月
25
日
付
け
で
、
通
知
例
も
つ
け

て
、
介
護
保
険
施
設
、
老
人
福
祉
施
設
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
、
児
童
入

所
施
設
等
に
周
知
の
再
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
社
会
的

検
査
へ
と
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

知
事
は
「
地
域
振
興
と
住
民
福
祉
に
役
割
を

果
た
し
て
い
る
」
と
答
え
た
も
の
の
、「
そ
れ

で
は
な
ぜ
、
原
発
立
地
４
町
村
の
人
口
減
少
率

が
、
後
志
管
内
の
他
町
村
よ
り
も
７
・
３
％
も

高
い
の
か
。
神
恵
内
村
の
財
政
力
指
数
は
０
・

０
９
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
な
ぜ
改
善

さ
れ
な
い
の
か
」
と
迫
っ
た
再
質
問
に
は
答
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

道
に
は
36
年
間
で
固
定
資
産
税
と
核
燃
料
税

約
５
７
３
億
円
の
収
入
が
あ
り
ま
す
。「
泊
原

発
再
稼
働
を
前
提
と
す
る
道
が
、
原
発
依
存
体

質
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
を
問

う
と
、
知
事
は
「
道
の
税
収
全
体
の
０
・
２
％

に
す
ぎ
ず
、
原
発
交
付
金
や
税
収
に
依
存
し
て

い
る
と
の
ご
指
摘
は
あ
た
ら
な
い
」
と
答
弁
。

　

真
下
議
員
は
、
口
調
ま
で
菅
義
偉
首
相
に

そ
っ
く
り
に
な
っ
た
知
事
に
、
泊
原
発
が
停
止

中
で
も
毎
年
９
億
円
の
税
収
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
条
例
改
正
し
た
理
由
を
再
質
問
。
知
事
は

「
財
政
需
要
が
あ
り
安
定
的
税
収
確
保
が
必
要
」

と
答
弁
。
依
存
体
質
を
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

くらしの声 実現へ全力
人
口
減
少
・
財
政
難
に
歯
止
め
か
か
ら
ず

くらしの声 実現へ全力 関連の交付金・税収
36年間で1,743億円

脱原発と未来

泊原発

　
「
36
年
間
で
１
７
４
３
億
円
」、
道
や
泊
原
発
立
地
町
村
に
支
払
わ
れ
た
泊
原
発
マ

ネ
ー
の
総
額
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
地
域
振
興
が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
人
口

は
他
町
村
よ
り
も
減
少
し
、
厳
し
い
財
政
難
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
核
の
ご
み
処

分
場
誘
致
に
も
、
同
じ
よ
う
な
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
原
発
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
、
未

来
を
切
り
開
く
道
で
す
。

高
齢
者
施
設
な
ど
の
重
点
的
な
検
査
を

グリホサートの使用制限を

学校の「部活動」は勤務内で


